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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コントローラ及びディスク装置を有する基本筐体と、増設ディスク装置を有する複数の
増設筐体と、前記基本筐体及び前記複数の増設筐体に電源を供給する電源供給装置と、を
備えるディスクアレイ装置であって、
　前記電源供給装置は、主電源と前記基本筐体及び前記複数の増設筐体との間に各筐体か
ら独立して配置されて、前記基本筐体からの開始及び停止を指令する１つの出力オンオフ
信号によって前記主電源からの電源を各筐体に供給し、各増設筐体への基本筐体と連動し
た電源供給の有無が各筐体への各電源出力毎に当該電源供給装置に設けられたスイッチに
よって設定されるものであり、
　前記基本筐体は、前記出力オンオフ信号を前記電源供給装置に送る電源制御部を有し、
　更に前記電源供給装置は、各筐体に各電源出力を供給する複数の出力系統を有し、各出
力系統は、前記出力オンオフ信号を受け得る信号入力端子と、前記基本筐体と前記増設筐
体との連動の有無を設定する連動切替スイッチと、前記主電源と電源出力端間に配置され
る中継スイッチと、前記出力オンオフ信号と前記連動切替スイッチの出力とに基づいて前
記中継スイッチを制御する中継制御部と、を含み、
　前記複数の出力系統を間に挟む両側の各出力系統の２つの信号入力端子間に前記各出力
系統の連動切替スイッチの開閉回路が直列に接続され、該連動切替スイッチ相互の各接続
点がそれぞれ各出力系統の信号入力端子に接続され、
　前記電源制御部から前記電源供給装置のいずれかの出力系統の信号入力端子に前記出力
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オンオフ信号が供給されることにより、出力オンオフ信号が供給された出力系統と前記連
動切替スイッチにより連動設定された出力系統とが各々の出力系統の前記中継スイッチを
導通させる、ディスクアレイ装置。
【請求項２】
　前記連動切替スイッチは、連動モードの設定に対応してスイッチオン信号の出力と、連
動モードの設定に対応した線路の開閉とを行う、請求項１に記載のディスクアレイ装置。
【請求項３】
　コントローラ及びディスク装置を有する基本筐体と、増設ディスク装置を有する複数の
増設筐体と、前記基本筐体及び前記複数の増設筐体に電源を供給する電源供給装置と、を
備えるディスクアレイ装置であって、
　前記電源供給装置は、主電源と前記基本筐体及び前記複数の増設筐体との間に各筐体か
ら独立して配置されて、前記基本筐体からの開始及び停止を指令する１つの出力オンオフ
信号によって前記主電源からの電源を各筐体に供給し、各増設筐体への基本筐体と連動し
た電源供給の有無が各筐体への各電源出力毎に当該電源供給装置に設けられたスイッチに
よって設定されるものであり、
　前記電源供給装置は複数台備えられ、各電源供給装置は前記基本筐体から受信した出力
オンオフ信号を出力する機能を有し、当該出力を他の前記電源供給装置に入力することに
より、複数台の前記電源供給装置を連動させ、１台の前記電源供給装置に接続可能な台数
を超える前記増設筐体を連動させることを特徴とするディスクアレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ディスクアレイにおける制御部と内蔵ディスク、電源と上位及び下位との入
出力インタフェースを装備した基本筐体と増設を目的とした内蔵ディスクと電源、入出力
インタフェースを装備した増設筐体を接続可能なディスクアレイ装置に属する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来は、システムを停止しないことを前提とし、起動及び停止時の筐体間の連動シーケ
ンスを持たせていない。従って、起動及び停止時には筐体ごとに人手による電源スイッチ
の操作が必要であった。また、ＵＰＳ（無停電電源装置）を使用したものとして特開平10
-98839「無停電電源装置およびその連動運転方法」に記載されている様に、運転管理装置
を用いてＵＰＳ、サーバ及びディスクアレイ等を制御するシステムがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前記のようなシステムの場合、装置を停止する際には基本筐体の停止処理ののち、この
基本筐体に複数台接続された増設筐体の電源を１台ずつ落とさなければならない。装置を
立ち上げる際にも全ての増設筐体の電源をＯＮにした後、基本筐体の電源を立ち上げる必
要がある。または電源をそのままとした場合、電源はＯＮのまま、冷却用のＦＡＮも回転
したままとなり、消費電力及び騒音の点でも好ましくない。また、前記のＵＰＳを用いた
システムに対しても高価なＵＰＳはもちろん、運転管理装置なども用いずに基本筐体に合
わせて増設筐体の電源制御を提供する。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　ディスクアレイの基本筐体及び増設筐体にＡＣ電源を供給するＰＤＢ(Power Distribut
ion Box)にＡＣ出力を出力コネクタごとにＯＮ／ＯＦＦする機能を持たせ、基本筐体から
の信号により出力のＯＮ／ＯＦＦが可能とする。また、ＰＤＢはこの基本筐体からの信号
を各出力コネクタの横にあるスイッチの切替により隣の出力に送ることが可能であり、１
台の基本筐体の信号で隣り合った複数の出力のＯＮ／ＯＦＦを制御可能である。これによ
り、基本筐体の動作に対応し増設筐体の電源のＯＮ／ＯＦＦを可能とする。
【０００５】
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【発明の実施の形態】
　図１のように、本ディスクアレイ装置は基本筐体１０２と増設筐体Ι１０３及び増設筐
体Π１０４によって構成される。基本筐体１０２は、２系の電源１０９、１１０と2系入
出力インタフェィース１０５、１０６と２系の制御部（コントローラ０）１０７と（コン
トローラ１）１０８、これらのコントローラ１０７、１０８よりアクセス可能なディスク
装置１１１、１１２により構成される装置であり、ホスト１０１と基本筐体１０２は前述
の入出力インタフェース１０５、１０６により接続される。基本筐体１０２には必要に応
じて複数台の増設ディスクを搭載した増設筐体１０３、１０４を接続することが可能であ
る。基本筐体１０２のコントローラ１０７、１０８と増設筐体１０３、１０４内の各ディ
スク装置１１９、１２０との間のインタフェース１１８、１２１は、一般のＳＣＳＩ、フ
ァイバーチャネルなどのインタフェースであり、電源制御などの特別な機能は持たない。
【０００６】
　ここで本実施例では、基本筐体１０２、増設筐体１０３、１０４ともに独立した２系統
の電源１０９、１１０、１１４、１１５をそれぞれ持っており、それぞれを電源供給装置
１系１２２、２系１２４に接続している。１系、２系の電源１２２、１２４は２重化電源
であり、それぞれの筐体内で１台が故障してももう
1台のみで動作が可能である。基本筐体１０２は電源制御部１１３を有し、基本筐体１０
２内の電源１０９、１１０、コントローラ１０７、１０８、ディスク装置１１１、１１２
の電源を制御可能である。
【０００７】
　基本筐体１０２は電源１０９、１１０のスイッチＯＮにて、まず電源制御部１１３のみ
に電力が供給され、さらにこの電源制御部１１３がもつスイッチがＯＮされることにより
、電源制御部１１３はコントローラ１０６、１０７及びディスク装置１１１、１１２に電
力を供給する。また、電源１０９、１１０ＯＦＦ時には、まず電源制御部１１３のスイッ
チがＯＦＦされることにより、電源制御部１１３は各コントローラ１０６、１０７に対し
停止処理を開始するよう信号を送出する。これにより各コントローラ１０６、１０７は停
止処理を実行し、これが終了すると停止処理が終了したことを電源制御部１１３に知らせ
る。電源制御部１１３は両方のコントローラ１０６、１０７から停止処理終了の信号を受
信した後、各コントローラ１０６、１０７及びディスク装置１１１、１１２に対する電力
供給を停止する。これに対し増設筐体１０３、１０４では電源制御部を持たず、各電源１
１４、１１５が持つスイッチのＯＮにてディスク装置１１９、１２０に電力が供給される
。本システムにおける基本筐体１０２の電源制御部１１３は、自身が持つスイッチのＯＮ
及び各コントローラ１０６、１０７の停止処理が終了したことを外部の電源供給装置１２
２、１２４に対し、電源供給の開始及び停止信号として出力する機能を有し、これらの信
号は専用連動ケーブル１１６、１１７により、電源供給装置１２２、１２４に送られる。
【０００８】
　図２に電源供給装置１２２、１２４の内部構成を示す。本装置は電源コネクタ２１０か
ら入力された電源を、メインブレーカ２０６を介して、５個の出力２０９に分配している
物であり、各出力２０９はリレー２０８により出力のＯＮ／ＯＦＦがコントロール可能で
ある。基本筐体１０２との連動ケーブル１１６、１１７は電源供給装置１２２、１２４の
コネクタ２０２－４に接続される。この信号はリレーコントロール回路２０５－４に入力
される。また、コネクタ２０２－４に連動ケーブル１１６、１１７が接続されたことは信
号ラインによりローカル／リモート検出回路２０４－４に伝達され、リレーコントロール
回路２０５－４をリモートモードにする。出力コネクタ２０９－４には前述の連動ケーブ
ル１１６、１１７で接続された基本筐体１０２と接続される増設筐体１０３、１０４の電
源１１４、１１５が接続されている。リモートモードに設定されたリレーコントロール回
路２０５－４は基本筐体１０２からの信号により、ＡＣ電源をＯＮ／ＯＦＦ可能なリレー
２０８－４を制御し、増設筐体１０３、１０４の電源１１４、１１５をＯＮ／ＯＦＦさせ
る。ローカルモードの場合、基本筐体からの信号は無視される。
【０００９】
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　コネクタ２０２－４に基本筐体１０２からの連動ケーブル１１６、１１７が接続されて
いる時、スイッチ２０３－３をリモートに設定すると、スイッチ２０３－３がＯＮとなり
、基本筐体１０２からの信号がリレーコントロール回路２０５－３にも送信される。スイ
ッチ２０３－３がＯＮになったことは、ローカル／リモート検出回路２０４－３に伝えら
れ、ローカル／リモート検出回路２０４－３は、リレーコントロール回路２０５－３をリ
モートモードに設定する。これにより、１台の基本筐体から複数台の増設筐体の電源ＯＮ
／ＯＦＦをコントロールできる。
【００１０】
　コネクタ２０７は基本筐体１０２からの制御信号の出力であり、本電源供給装置１２２
、１２４が受信した信号を出力可能であり、ここから他の電源供給装置の入力、例えばコ
ネクタ２０２－５に接続することにより、この出力である出力２０９－５を連動させるこ
とが可能である。これにより本図のように電源供給装置１２２、１２４が出力２０９を５
個しか持たない場合でも５台以上の増設筐体１０３、１０４の連動を可能にする。
【００１１】
　図３にローカル／リモート検出回路２０４－４、リレーコントロール回路２０５－４の
概略論理図を示す。ローカル／リモート検出回路２０４－４は基本筐体１０２との連動ケ
ーブル１１６、１１７が接続されているか又は連動スイッチがＯＮになっている時リレー
コントロール回路２０５－４にリモートＯＮ信号を送出する。リレーコントロール回路２
０５－４はリモートＯＮ信号が入力されている時、入力される出力ＯＮ／ＯＦＦ信号に従
いリレー２０８をコントロールする。時間監視回路３０６は、リレー２０８ＯＮ時の突入
電流を低減するものであり、メインブレーカ２０６のＯＮ時または出力ＯＮ信号入力時に
すべてのリレー２０８が同時にＯＮとならないようにしている。
【００１２】
　図４に電源オフ時の制御フローを示す。基本筐体１０２の電源をオフし（４０２）、停
止処理開始後（４０３）、キャッシュ書き込み処理を実施し（４０４）、増設筐体１０３
、１０４の電源をＯＮ状態にした（４０８）ドライブに基本筐体１０２のキャッシュの内
容を書き込む（４０９）。これは、キャッシュは揮発メモリを使用しているため、電源オ
フ後は内容が消えてしまうことを防ぐため実施される。基本筐体１０２が停止処理終了後
（４０５）、ＡＣ供給されている（４１２）電源供給装置１２２、１２４に停止信号を送
信する。電源供給装置１２２、１２４は停止処理終了を認識すると（４１３）、増設筐体
１０３、１０４のＡＣ供給の切断を行う(４１４)。
【００１３】
　基本筐体１０２は、電源供給装置１２２、１２４が増設筐体１０３、１０４のＡＣ供給
を停止すると同時に、バッテリスイッチを除く部分の電源１０９、１１０をオフとする（
４０６）。
【００１４】
　図５に電源オン時の制御フローを示す。基本筐体１０２の電源１０９、１１０をオンす
ると（５０２）、コントローラ１０７、１０８は起動処理を開始する（５０３）。さらに
、電源オンと連動して、電源供給装置１２２、１２４に電源オン信号を送信する。電源供
給装置１２２、１２４は、基本筐体１０２からの電源オン信号を受信すると（５０９）、
各増設筐体１０３、１０４へのＡＣ供給を再開する（５１０）。各増設筐体１０３、１０
４は電源をオンとする（５０７）。ただし、突入電流防止のため１筐体ずつにＡＣ供給を
開始する。基本筐体１０２は、起動処理終了後（５０４）、増設筐体にアクセスすること
ができる(５０５)。
【００１５】
　図６に構成例を示す。本構成では、基本筐体１台に増設筐体８台が接続されており、基
本筐体６０２は増設筐体６０１－１～６０１－８の接続されているコネクタ６１２－２を
連動させるコネクタ６０９と連動ケーブル６０６で接続されている。スイッチ６０７－２
～６０７－４はリモート側に設定されており、出力６１２－３～６１２－５は出力６１２
－２とともに基本筐体６０２と連動して制御される。出力コネクタ６１０はもう一台の電
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源供給装置６０３－２の入力コネクタ６１１と接続され、出力６１２－６を連動させてい
る。スイッチ６０７－５～６０７－７はリモート側に設定されており、１台の基本筐体６
０２で計８台の増設筐体６０１－１～６０１－８と電源連動をしている。スイッチ６０７
－８はローカル側に設定されており、出力６１２－１０は連動しない。
【００１６】
【発明の効果】
　基本筐体と増設筐体は、電源供給装置を設けることで、基本筐体の電源監視／制御モニ
タ内スイッチをオン／オフする事で、各筐体電源スイッチをオン／オフする事なく、計画
停止及び立ち上げを実施できる。また、増設筐体の未使用時に増設筐体への電力供給を遮
断することにより、無駄な消費電力の節約、冷却ＦＡＮの停止による騒音の低減などが期
待できる。
【００１７】
　また、電源供給装置を設けることで、内部スイッチと連動ケーブルにより、筐体へのＡ
Ｃ供給をどの筐体まで連動するかを選択することができる。さらに、任意のポートにて接
続可能であるため、に接続することで、使用可能となる。そして、増設筐体の追加により
、既存のコンセントが不足した場合、電源供給装置間をケーブルで接続することにより、
連動コンセントの増設が容易であり、増設する筐体の台数に制限を受けない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のシステム構成詳細図である。
【図２】　電源供給装置の構成詳細図である。
【図３】　電源供給装置の概略論理図である。
【図４】　電源オフ時の制御フローである。
【図５】　電源オン時の制御フローである。
【図６】　システム構成例である。
【符号の説明】
１０１‥‥ホスト
１０２‥‥基本筐体
１０３‥‥増設筐体Ι
１０４‥‥増設筐体Π
１０５、１０６‥‥ホストインタフェース
１０７、１０８‥‥コントローラ
１０９‥‥基本筐体用電源１系
１１０‥‥基本筐体用電源２系
１１１、１１２‥‥ディスク装置
１１３‥‥電源制御部
１１４‥‥増設筐体用電源１系
１１５‥‥増設筐体用電源２系
１１６、１１７‥‥連動ケーブル
１１８‥‥ディスクインタフェース
１１９、１２０‥‥ディスク装置
１２１‥‥ディスクインタフェース
１２２‥‥電源供給装置１系
１２３‥‥電源ケーブル
１２４‥‥電源供給装置２系
２０２－１～２０２－５‥‥連動信号入力コネクタ
２０３－１～２０３－４‥‥連動接続スイッチ
２０４－１～２０４－５‥‥ローカル／リモート検出回路
２０５－１～２０５－５‥‥リレーコントロール回路
２０６‥‥メインブレーカ
２０７‥‥連動信号出力コネクタ
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２０８－１～２０８－５‥‥リレー
２０９－１～２０９－５‥‥出力コンセント
２１０‥‥電源コネクタ
３０１‥‥ケーブル接続条件
３０３、３０９‥‥ＯＲ回路
３０４‥‥リモート信号ＯＮ
３０６‥‥時間監視回路
３０７、３０８‥‥ＡＮＤ回路
４０２‥‥電源スイッチオフ
４０３‥‥停止処理開始
４０４‥‥キャッシュ書き込み処理
４０５‥‥停止処理終了
４０６‥‥電源オフ
４０７‥‥増設筐体の制御フロー
４０８‥‥電源オン状態
４０９‥‥ドライブ書き込み処理
４１０‥‥電源オフ
４１２‥‥ＡＣ供給
４１３‥‥停止処理終了を認識
４１４‥‥増設筐体へのＡＣ供給を切断
５０２‥‥電源スイッチオン
５０３‥‥起動処理開始
５０４‥‥起動処理終了
５０５‥‥増設筐体にアクセス
５０７－１～５０７－４‥‥電源オン
５０９‥‥電源オン信号受理
５１０－１～５１０－４‥‥増設筐体にＡＣを供給
６０１－１～６０１－８‥‥増設筐体
６０２‥‥基本筐体
６０３－１～６０３－４‥‥電源供給装置
６０４‥‥ＡＣ電源
６０５‥‥電源ケーブル
６０６‥‥基本筐体連動ケーブル
６０７－１～６０７－８‥‥連動切り替えスイッチ
６０８‥‥接続ケーブル
６０９‥‥連動入力コネクタ
６１０‥‥連動出力コネクタ
６１１‥‥連動入力コネクタ
６１２－１～６１２－１０‥‥電源出力コネクタ
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